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公益社団法⼈インテリア産業協会 

令和６年度事業報告 
(2024 年４⽉１⽇〜2025 年３⽉ 31 ⽇） 

 
Ⅰ 基本⽅針関連（概要） 
 年度当初に掲げた基本⽅針関連の事業の概要については次のとおりです。 
 
 １．協会活動全般 

公益⽬的事業の安定的な運営を⽬的に、収益事業実施の変更認定を受けたことによる 
インテリアコーディネーター（以下、ＩＣ）、キッチンスペシャリスト（以下、ＫＳ）資
格者および、会員企業に資する事業のコンテンツ制作を⾏い、⽀部で実施するプロダクト
セミナーや、本部で実施する資格者マイページ内へのデジタルショールーム開設等に着⼿
しました。また、協会内グループウェアの活⽤により、スピーディーな情報共有と、事業
の⾒える化を推進し、ガバナンスの強化に努めました。 

 
 ２．資格認定試験 

前年度のＩＣ資格認定（⼀次）試験に続き、ＫＳ資格認定（学科）試験に CBT
（Computer Based Testing）⽅式を導⼊しました。これにより⾃然災害等による事業のリ
スクを軽減することができました。また、ＫＳ学科試験受験者が都合の良い⽇時や会場の
選択が可能となったことにより、受験率の⼤幅な上昇につながりました。 

 
 ３．能⼒向上・育成関連 

協会が発⾏するＩＣハンドブックに関しては、改訂に向けてＩＣハンドブック改訂企画
ワーキンググループを発⾜し、改訂⽅針の決定、⽬標の設定および⾏動計画の策定を⾏っ
た上で計画に基づき実⾏に移しました。また、講座事業コンテンツの整理拡充や⽀部のセ
ミナー事業の活性化に注⼒しました。 

 
 ４．収益事業 

インテリアプロフェッショナル育成事業として、ＩＣ・ＫＳ資格者の実務のスキルアッ
プを⽬的としたコンテンツ開発および、事業者向教育・情報提供事業としてのデジタルシ
ョールーム制作に取り組みました。また、会員企業等のＩＣ・ＫＳ資格者に対する情報提
供事業としての⼯場⾒学等を含め、会員企業の商品情報や知⾒を紹介するプロダクトセミ
ナーを⽀部でスタートさせました。 

 
 ５．情報・広報活動関連 

ＩＣ・ＫＳ資格の受験者増加および資格認知度向上を⽬的に、受験ポスターの刷新につ
いて検討しました。また、収益事業における講座やセミナーの認知度向上および受講者増
加を⽬的に、ＩＣ、ＫＳ資格者への協会メールマガジン登録を促すフライヤーを作成し、
資格登録時、資格更新時のＤＭ等に織り込みました。 

⽀部の講座・セミナーについて、公式 Instagram や Facebook といった SNS による配信
を強化し、⼀般⽣活者はもとより、ＩＣ・ＫＳ資格者に向けた情報提供を⾏いました。 
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Ⅱ 公益⽬的事業（内閣府に認定を受けている事業ア〜カ） 

ア．インテリアコーディネーター等を⽬指す者への教育、情報提供 

１．ＩＣ・ＫＳハンドブックの書籍頒布 
ＩＣまたはＫＳ資格認定試験を受けようとする者、インテリアについて学ぼうとする者

など広く⼀般に向けて発売している書籍頒布については、「ＩＣハンドブック統合版 
上・下」13 刷版（上巻 2300 冊、下巻 2200 冊）と、「改訂⼆版ＫＳハンドブック」５刷
版（1000 冊）の印刷を⾏い、頒布に供しました。 

また、ＩＣハンドブックの改訂については、専⾨ワーキンググループを設置し、改訂⽅
針等を確定させ、改訂作業に着⼿しました。 

 
２．資格取得の学習等を⽀援する通信教育事業 

インテリアに関する知識を学ぼうとする者やＩＣまたはＫＳ資格認定試験の受験を⽬指す
者等に対して、通信教育講座を実施しました。実施にあたっては、業務委託先の変更による受
講・学習管理等のシステム開発や教材の⾒直し等が必要となり、2024 年３〜５⽉の申込受付
を⼀時停⽌し、６⽉から開講・申込受付を開始しました。 

今年度の実施結果は次のとおりです。 
①ＩＣ受験講座（総合／学科／実技）：のべ 54 ⼈（前年度 253 ⼈）が受講 
②ＫＳ受験講座（総合／学科／実技）：のべ 32 ⼈（前年度 65 ⼈）が受講 

 
イ．インテリアコーディネーター等の認定試験 

１．ＩＣ資格認定試験 
第 42 回ＩＣ資格認定試験を次のとおり実施しました。 

①⼀次試験（学科）［ＣＢＴ⽅式］ 
試験期間 2024 年９⽉17⽇（⽕）〜10⽉17⽇（⽊）（申込期間７⽉16⽇〜９⽉３⽇） 
試 験 地 全国 47 都道府県 

②⼆次試験（プレゼンテーション・論⽂）［筆記式］ 
試 験 ⽇ 2024 年 12⽉８⽇（⽇）全国⼀⻫実施（申込期間７⽉16⽇〜９⽉３⽇） 
試 験 地 全国９⽀部地域 12 会場 

（北海道、東北、関東甲信越、中部、関⻄、中国、四国、九州、沖縄） 
 

合格者数等の結果は次のとおりです。 
 

■令和６年度（第 42 回）⼀次試験・⼆次試験別申込者・受験者・合格者の概要 
【⼀次試験】 【⼆次試験】 

受験申込者数 7,417 ⼆次受験対象者数（注 1） 3,765 
受 験 者 数 6,619 受 験 者 数（注 2） 3,181 
⼀次合格者数 2,192 ⼆次合格者数 1,767 
⼀次合格率 33.1％ ⼆次合格率 55.5％ 

注１：⼆次受験対象者数（3,765）は、基本タイプ⼀次合格者数（2,060）＋⼆次試験タイプ申込者数（1,705） 
注2：⼆次受験者数（3,181）は、基本タイプ⼆次受験者数（1,868）＋⼆次試験タイプ⼆次受験者数（1,313） 
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■合格者の推移 

実施年度［実施回］ 資格取得対象 
    受験者数（注 3） 

合 格 者 数 
（⼆次合格者数） 合 格 率 

令和６年度 ［第 42 回］ 7,101 1,767 24.9％ 
令和５年度 ［第 41 回］ 8,156 2,034 24.9％ 
令和４年度 ［第 40 回］ 8,943 2,193 24.5％ 
令和３年度 ［第 39 回］ 9,935 2,334 23.5％ 
令和２年度 ［第 38 回］ 8,468 2,045 24.1％ 

注 3：⼀次・⼆次の試験を通じて、当該年度に資格取得まで⽬指した受験者数 
 

２．ＫＳ資格認定試験 
第 37 回ＫＳ資格認定試験を次のとおり実施しました。 

①学科試験［ＣＢＴ⽅式※］※令和６年度よりマークシート⽅式からＣＢＴ⽅式に変更 
試験期間 2024 年 11⽉18⽇（⽉）〜11 ⽉ 27⽇（⽔）（申込期間９⽉10⽇〜10⽉18⽇） 
試 験 地 全国 47 都道府県 

②実技試験［筆記式］ 
試 験 ⽇ 2024 年 12⽉８⽇（⽇）全国⼀⻫実施（申込期間９⽉10⽇〜10⽉18⽇） 
試 験 地 全国９⽀部地域 12 会場 

（北海道、東北、関東甲信越、中部、関⻄、中国、四国、九州、沖縄） 
 

合格者数等の結果は次のとおりです。 
 

■合格者の推移 

実施年度［実施回］ 
申 込 者 数 資格取得対象 

受験者数（注） 合格者数 合格率 
総 合 学科/実技 総 数 

令和６年度［第 37 回］ 402 189 591 502 184 36.7％ 
令和５年度［第 36 回］ 419 214 633 494 165 33.4％ 
令和４年度［第 35 回］ 485 225 710 566 189 33.4％ 
令和３年度［第 34 回］ 547 235 782 608 197 32.4％ 
令和２年度［第 33 回］ 554 250 804 614 175 28.5％ 

注：資格取得対象受験者数：総合タイプ受験者（実技および学科の両⽅を⽋席した者を除く）、および
学科または実技タイプの受験者（科⽬試験免除者に限る）である。 

 
ウ．インテリアコーディネーター、⼀般⽣活者の能⼒向上のための講座等の開催 

⼀般⽣活者およびＩＣ並びＫＳの有資格者を対象に、インテリアの基礎知識の習得や能⼒向
上のために、全国各地で講座、セミナー等を 62 件開催しました。 
①インテリアに関するスキルアップを⽬的としたインテリア基礎講座等を６件実施しました。 
②⼀般⽣活者向けのインテリアに関するワークショップ「Let‛s！インテリア」を 39 件実施し

ました。 
③⼀般⽣活者の暮らしに役⽴つ情報をコンテンツにしたインテリア⽣活者講座を 17 件実施し

ました。 
④上記の内、地域の公共図書館との協⼒による図書館セミナーを 26 件実施しました。 
⑤上記の内、⾼等学校の⽣徒を対象としたインテリア関係の講座「出前授業」を 11 件実施しま

した。  
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エ．インテリアコーディネーター等が実施する調査・研究に対する⽀援 

ＩＣ・ＫＳ等が⾏う調査・研究への⽀援として、昨年同様、キッチンやインテリアに関する
テーマ公募を⾏い、２件の調査・研究に対して活動資⾦を助成しました。 
①募集期間 2024 年５⽉１⽇〜６⽉ 15 ⽇ 
②募集内容 応募者が⾃ら企画し実施する（あるいは実施している）調査・研究テーマのうち、

活動の内容・成果が、ＩＣ、ＫＳの能⼒向上・資格制度の普及、⼀般⽣活者への 
インテリア・キッチン空間の普及などに役⽴つなど公益性を有するもの。 

③応 募 数 ３件（キッチン関係０件、インテリア関係２件、真に公益性の⾼いテーマ１件） 
④採 択 数 ２件（インテリア関係１件、真に公益性の⾼いテーマ１件） 
⑤採択されたテーマ 
［インテリア関係］神経美学とインテリアエビデンスとその効果の調査・研究 
［真に公益性の⾼いテーマ］災害時に新たな⼒を発揮するインテリアの調査研究〜カーテンに着⽬〜 
⑥調査研究期間 2024 年７⽉下旬〜2025 年２⽉ 28 ⽇（成果報告書提出 2025 年３⽉ 15 ⽇） 

 
オ．インテリアコーディネーター等を⽬指す者及びインテリアコーディネーター等の能⼒向上のためのコンテストの開催 

１．住まいのインテリアコーディネーションコンテスト 
【⼀般部⾨】 

令和６年度も経済産業⼤⾂賞、経済産業省製造産業局⻑賞の下付を受けて、次のとおり実施
しました。 
①募集期間 2024 年７⽉ 12 ⽇〜10 ⽉ 15 ⽇ 
②募集内容 
［事例分野］新築コーディネーション部⾨、リフォームコーディネーション部⾨、インテリ

アスタイリング部⾨（居室や部分的なシーン）の３部⾨でインテリア事例（提
案）を募集しました。 

［課題分野］次の２部⾨で課題に基づいたコーディネート提案を募集しました。 
Ａ部⾨「趣味を⽣かした空間のインテリアコーディネーション」 
Ｂ部⾨「⼈がゆるやかにつながれる空間のインテリアコーディネーション」 

（施⼯実例の応募も可） 
③応募総数 219 点（内訳：新築９、ﾘﾌｫｰﾑ 33、ｽﾀｲﾘﾝｸﾞ 16、Ａ部⾨ 114、Ｂ部⾨ 47） 
④審査結果 経済産業⼤⾂賞１点、製造産業局⻑賞１点、協会会⻑賞２点、部⾨最優秀賞５点、

部⾨優秀賞５点、特別審査員賞３点（合計 17 点） 
 

■［事例分野］⼊賞⼀覧 

 

賞名 部門 タイトル 名前 所属（勤務先・学校名） 都道府県

経済産業大臣賞 リフォ ームコーディネーショ ン 光土間の隠れ家 北村 泰之 KNOOOT㈱ 大阪府

協会会長賞 新築コーディネーショ ン 非日常を日常に 智原 彰子 ㈱ヤマダホームズ 小堀住研 大阪府

新築コーディネーショ ン HOUSEUM 鈴木 俊彦 SQOOL一級建築士事務所 兵庫県

リフォ ームコーディネーショ ン incorporation 小田 真平・Randi Marie Jensen 小田真平建築設計事務所・フリーランス 大阪府

インテリアスタイリング SKY LIVING 髙島 里実 ㈱住宅資材センター 千葉県

新築コーディネーショ ン 胡舞の家 辻 和永 ㈱K-ATELIER 北海道

リフォ ームコーディネーショ ン 時をためる 土田 菜緒 フリーランス 愛知県

インテリアスタイリング 響穏の家 有住 和華 ㈱ホリエ シエルホームデザイン 宮城県

特別審査員賞 インテリアスタイリング PET resin veil 長谷川 聡 安田女子大学 長谷川研究室 広島県

部門最優秀賞

部門優秀賞
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■［課題分野］⼊賞⼀覧 

 
 
【⾼校⽣部⾨】 

①募集期間 2024 年６⽉３⽇〜７⽉ 19 ⽇ 
②募集内容 「SDGs とリビング空間」とし、 SDGs17 のゴールから⽬標を選んだ上で、課

題に基づき<直⽅体>と<⽴⽅体>が繋がった２つの空間のインテリアコーディネ
ート提案を募集しました。 

③応募総数 261 点 
④審査結果 協会会⻑賞１点、⾼校⽣部⾨賞１点、優秀賞２点、奨励賞５点（合計９点） 

 
■［⾼校⽣部⾨］⼊賞⼀覧 

 
 

２．キッチン空間アイデアコンテスト 
令和６年度もキッチン空間に関する⾃由な発想と提案を求めるコンテストを、次のとおり実

施しました。 
①募集期間 2024 年８⽉１⽇〜９⽉ 30 ⽇ 
②募集内容 コンセプト「こんな⼈に、こんなキッチンを伝えたい」 

次の２部⾨で、キッチン空間に関するアイデアを込めた作品を募集しました。 
Ａテーマ部⾨「団らん・優しいキッチン空間」 
Ｂテーマ部⾨「暮らしが変わるキッチン空間」 
（Ｂテーマ部⾨は実際に施⼯したもの。新築物件の応募も可） 

③応募総数 174 点（内訳：A テーマ部⾨ 143、B テーマ部⾨ 31） 
④審査結果 協会会⻑賞１点、部⾨最優秀賞 2 点、部⾨優秀賞６点、奨励賞 14 点 

（合計 23 点） 
 
 
 
 

賞名 部門 タイトル 名前 所属（勤務先・学校名） 都道府県

製造産業局長賞 A 東京家族 塚村 遼也 広島大学大学院 広島県

協会会長賞 A まちの庭を引き込む家 阿部 りさ・阿部 ひかる フリーランス 神奈川県

A Link 康本 恵英 フリーランス 神奈川県

B 距離感調整エレメンツ 小早川 瑛子 京都工芸繊維大学大学院 京都府

A FLAVOR BOX 三宅 史緒里 スペースデザインカレッジ 東京校 東京都

B 集光住宅 三浦 純乃 スペースデザインカレッジ 東京校 埼玉県

A いい湯なお家 ～まるで銭湯～ 森尾 舞 スペースデザインカレッジ 京都校 京都府

B 糸が繋ぐ 本田 ちえり スペースデザインカレッジ 東京校 神奈川県

部門最優秀賞

部門優秀賞

特別審査員賞

賞名 タイトル 名前 学校名（学科） 学年

協会会長賞 Scrapゴミの教養館 間瀨 惠莉花 名古屋市立工芸高等学校（インテリア科） 3

高校生部門賞 循環する家 宮本 杏奈 広島市立広島工業高等学校（建築科） 1

coffee～珈琲と旅する空間～ 齋藤 勇大 蔵前工科高等学校（建築科） 3

2軒となりの山田さん家 山田 まい 広島市立広島工業高等学校（建築科） 1

無事かえる 赤坂 陽夏 鶴崎工業高等学校（産業デザイン科） 3

GreenHouse 山田 香菜美 名古屋市立工芸高等学校（インテリア科） 3

サンゴ礁の危機を救え大作戦 𠮷原 環 豊橋工科高等学校（建築デザイン科） 3

Circulating house 鍛冶 うらら 高岡工芸高等学校（建築科） 2

知らないうちに○○する家 廣瀬 華佳 高松工芸高等学校（工芸科） 3

奨励賞

優秀賞
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■［キッチン空間アイデアコンテスト］⼊賞⼀覧 

 
 

カ．消費者に対するインテリアに関する普及啓発活動及び展⽰会の開催 

１．絵画コンテスト 
我が国の将来を担う⼦どもやその家族に、インテリアを考える楽しさを知ってもらい、併

せてＩＣの職能を理解してもらう機会を創出する、⼩学⽣を応募対象とした絵画コンテスト
を、２つの⽀部で開催しました。 

(１) 東北⽀部 第 22 回「こんな部屋いいな絵画コンテスト」 
テ ー マ 「こんな部屋いいな」 
応募総数 1,338 点（対象：宮城県内の⼩学⽣） 
作品展⽰ せんだいメディアテーク（2025 年２⽉ 15 ⽇、16 ⽇） 

(２) 沖縄⽀部 第９回「こども絵画コンクール」（タイムス住宅新聞社共催） 
テ ー マ 「⼤好き！ぼく・わたしのおうち」「あったらいいな、こんな家」 
応募総数 336 点（対象：沖縄県内の⼩学校に通学している１〜６年⽣） 
作品展⽰ タイムスビル エントランスホール（2024 年 10 ⽉ 31 ⽇〜11 ⽉３⽇） 

 
２．展⽰会 

⼀般⽣活者を対象にした展⽰会に、次のとおり出展しました。 
  (１)「GOOD LIFE フェア 2024」（朝⽇新聞社主催） 

会  期 2024 年 10 ⽉ 25 ⽇〜10 ⽉ 27 ⽇ 
会  場 東京ビッグサイト 南１〜４ホール 
出展内容 インテリアの普及・啓発活動の⼀環としてインテリアのプロが伝える部屋づく

りのコツを、実際のコーディネート例や解説グラフィック、テキスト等で紹介
するインスタレーション展⽰ 

来 場 数 40,453 ⼈ 
出 展 数 648 社・団体（782 ブース） 

賞名 部門 タイトル 名前 所属（勤務先・学校名） 都道府県

協会会長賞 A 食をめぐる集いのガレリア 伊藤 壽之 静岡県立天竜高等学校総合学科建築系列 教諭 静岡県

A ニューノーマルキッチン 宮井 雅美・角原 理恵 フリーランス 愛知県

B 小さいけど大きな夢見るキッチン 坂岡 秋野 インテリア デザイン クラフテッド 東京都

手術後のリハビリキッチン 太田 万里恵 早稲田大学大学院 東京都

物語の味 再現レシピキッチン 下山 結喜 同志社女子大学 京都府

内と外が反転するシェアキッチン 前田 将平 京都工芸繊維大学大学院 大阪府

みんなを包む折り紙キッチンカー 塘口 慧 九州大学大学院 福岡県

食・育・学！学童のアイランド 伊藤 睦子 名古屋女子大学 愛知県

ボーダレスキッチン 狛 亜津紗・前田 将平 狛デザイン一級建築士事務所 兵庫県

DJ kitchen 星野 心 スペースデザインカレッジ 東京校 群馬県

360°カワイイキッチン 大久保 杏子 スペースデザインカレッジ 東京校 東京都

つぎのキッチン 鹿野 陸人 日本大学理工学部建築学科 東京都

銭湯×食堂－温かい湯と温かい食 竹本 有梨亜 スペースデザインカレッジ 東京校 東京都

過疎地高齢者の『道の駅キッチン』 西垣 秀彦 山脇美術専門学校 東京都

タイム　トラベル　キッチン カー 古谷 岳瑠 スペースデザインカレッジ 東京校 東京都

キャンパスキッチン 池西 理香子 近畿大学 兵庫県

整えるキッチン 須田 壮 フリーランス 島根県

緊急時に対応できる交流キッチン 松門 慧 有明工業高等専門学校 福岡県

昼夜で「表情」の変わるキッチン 阿部 貴・多田 あずさ ㈱インテリックス空間設計リノベーションデザイン部 東京都

キッチンでシェアする 槌谷 建一 槌谷建一設計室 岐阜県

子育ちを優しく見守るキッチン 半海 宏一・土井 脩史 Hankai Architects・大阪公立大学大学院生活科学研究科 京都府

こどもがまちのカタリスト 大塚 謙太郎 ちびっこ計画／大塚謙太郎一級建築士事務所 大阪府

オフィスを奏でるキッチン 小松 直太 ㈱はざま建設 長崎県

部門最優秀賞

部門優秀賞

A

B

奨励賞

A

B
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(２)「JAPANTEX2024」（⽇本インテリア協会主催） 
会  期 2024 年 11 ⽉ 20 ⽇〜11 ⽉ 22 ⽇ 
会  場 東京ビッグサイト 東ホール 
出展内容 NIF との共催企画 WINDOWS PARADISE 内で、ＩＣと窓装飾プランナーの

ダブルライセンサー６名によるインテリアコーディネート提案の展⽰ 
来 場 数 39,491 ⼈※同時開催展の来場者数を含む 
出 展 数 186 社 

(３)「JAPAN SHOP 2025」（⽇本経済新聞社主催） 
会  期 2025 年３⽉４⽇〜３⽉７⽇ 
会  場 東京ビッグサイト 東ホール 
出展内容 パネル展⽰（協会紹介、会員募集、事業紹介、IC の事例紹介等） 
来 場 数 65,224 ⼈※同時開催展の来場者数を含む 
出 展 数 206 社 

 
３．インテリア普及教材の無償頒布 
(１)中学⽣向けインテリア普及教材の作成頒布 

中学⽣を対象とした中学校技術・家庭科副読本「快適な住空間をつくるインテリアの世
界」を 65,000 部印刷し、申込みがあった全国の中学校に対して無償頒布し、インテリアの
普及を図りました。 

(２)⾼校⽣向けインテリア普及教材の作成頒布 
⾼校⽣を対象とした⾼等学校家庭科（住⽣活）資料「考えてみよう！住空間を彩るインテ

リア」を 65,000 部印刷し、申込みがあった全国の⾼校に対して無償頒布し、インテリアの
普及を図りました。 

 
 
Ⅲ 収益事業（内閣府に認定を受けている事業） 

１．インテリアコーディネーター等の登録事業 
(１)資格登録 

令和６年度のＩＣ資格認定試験合格者 1,767 名の内 1,760 名、ＫＳ資格認定試験合格者
184 名の内 182 名の資格登録申請を受け付け、資格証（初回登録年⽉⽇ 2025 年４⽉１⽇
付）を交付しました。 

(２)登録更新 
令和６年度ＩＣ・ＫＳ資格登録更新は、対象者約 16,800 名に対し 2025 年１⽉ 27 ⽇を申

請期⽇として申請受付を実施しました。期間内に⼿続きが完了した者には、有効期限を延
⻑した資格証（カード）を 2025 年３⽉ 13〜14 ⽇に簡易書留で⼀⻫に郵送しました。 

年度末における登録資格者（有効資格者）数は次のとおりです。 
①ＩＣ資格登録者数 60,620 名 
②ＫＳ資格登録者数  7,515 名 
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(３)ＩＣ・ＫＳ読本 
『ＩＣ・ＫＳ読本 2025』は、法改正内容を中⼼に内容の最新化を⾏うとともに、インテ

リアメーカー各社の抗ウイルス加⼯インテリア製品やサステナブルを意識したインテリア
製品の動向について情報更新し、新規登録者および更新対象者全員に提供しました。 

 
２．インテリア実務講座 

(１)プロダクトセミナー 
令和６年度下期から開始したプロダクトセミナー（主に会員企業の商品情報を資格者に

提供するセミナー）６つの⽀部において全 13 件実施しました。 
①東北⽀部／インテリアメーカー各社の最新情報と新商品の提案について 他２件 

協⼒会員：㈱サンゲツ、㈱スミノエ、⼤光電機㈱、⽴川ブラインド⼯業㈱、 
トキワ産業㈱、トーソー㈱、東リ㈱、㈱ニチベイ、リリカラ㈱ 

②関東甲信越⽀部／猫と暮らす住宅設計とインテリアコーディネート 他２件 
協⼒会員：㈱カラースペースワム、⼤建⼯業㈱、㈱ハースト婦⼈画報社 

③中部⽀部／⼯場視察＆トークライブ 他１件 
協⼒会員：カリモク家具㈱、㈱サンゲツ 

④関⻄⽀部／家具照明のトレンドセミナー 他１件 
協⼒会員：スガツネ⼯業㈱、㈱川島織物セルコン 

⑤中国⽀部／トレンドの⽣地を使った施主がときめくカーテンの提案&カーテンアクセサリー 
の使いこなしで、提案⼒アップ！ 

協⼒会員：㈱サンゲツ 
⑥四国⽀部／RèSERVE デイリーパレット46 ⾊と英国 F&B カラースキムの使い⽅ 他１件 

協⼒会員：㈱サンゲツ、ＴＯＴＯ㈱、㈱森熊 
(２)スキルアップ講座 

令和６年度下期から着⼿したスキルアップ講座については、関連団体を中⼼にエレメン
ト別のカリキュラム開発を⾏いました。また並⾏して、受講の受付・管理等に必要なシス
テムの検討を⾏いましたが、講座の提供⽅法を含め、具体的な実施計画の不調整により要
件定義できず、年度内の実施には⾄りませんでした。 

協⼒会員：(⼀社)⽇本インテリア協会、(⼀社)⽇本ライティングコーディネート協会 
 

３．インテリア産業従事者（資格者及び会員）の知名度向上と能⼒拡充のために⾏う教育、情
報提供事業 

主に資格者に提供するコンテンツのテストケースとして、３D モデリングデータの作成
ツール「マターポート」を利⽤して企業のショールーム撮影を⾏い、デジタルコンテンツ
提供の可能性を探りました。 
協⼒会員：㈱アルフレックスジャパン 
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Ⅳ 協会の組織運営 
１．協会本部に設置する委員会 

外部有識者や協会会員企業により委員会を構成し、協会各事業の実施・運営⽅針等を審議
するなどの活動を⾏い、各事業を推進しました。 
（会議は対⾯、オンライン、書⾯審議などにより実施） 

(１)運営委員会 
開催実績：11/11、1/16、3/18 
委員名 所属 委員名 所属 
市川 祐次※ (公社)インテリア産業協会 菅原 守 ㈱スミノエ 
伊藤 道代 東リ㈱ 仙⽯ 克幸 パナソニック ハウジングソリューションズ㈱ 
加々美 ⽂彰 ㈱町⽥ひろ⼦アカデミー ⽟留 勇輝 三井デザインテック㈱ 
加藤 直樹 ㈱天童⽊⼯ 原  吉弘 住友林業㈱住宅事業本部  

(２)情報・広報委員会 
開催実績：6/10、8/6、10/11、12/12、３/17 
委員名 所属 委員名 所属 
砂⾦ 裕 ㈱建築資料研究社（⽇建学院） 鈴⽊ ゆう⼦ 東京ガスコミュニケーションズ㈱ 
加藤 勝幸 三井デザインテック㈱ 丹⽻ 啓介 ㈱アルフレックスジャパン 
神⾕ 悟 トーソー㈱ 原  吉弘※ 住友林業㈱住宅事業本部  

(３)資格制度委員会 
開催実績：8/20 
委員名 所属 委員名 所属 
⽯橋 友徳 パナソニック ハウジングソリューションズ㈱ 菅原 守※ ㈱スミノエ 
上野 義雪 上野研究室 冨⽥ ⼀哉 ㈱サンゲツ 
清⽔ 宏 三井ホーム㈱ ⻄⽥ 恭⼦ ⻄⽥設計住⽣活研究所  

(４)インテリア普及啓発委員会 
開催実績：6/11、7/22、9/2、10/4、2/14、3/24 
委員名 所属 委員名 所属 
⻘⼭ 央 リリカラ㈱ ⽟留 勇輝※ 三井デザインテック㈱ 
江波⼾⽂昭 ㈱ メック・デザイン・インターナショナル 外⼭ 晴康 カリモク家具㈱ 
佐藤 裕⽂ ㈱ユーエー 中村 英彦 ㈱ニチベイ 

9/2 の委員会をもって中村委員は退任、後任は同所属の蒲⼭雄⼀朗 
(５)ＫＳ資格普及啓発委員会        

開催実績：6/11、10/2、2/7 
委員名 所属 委員名 所属 
實末 敬⼦ クリナップ㈱ 野⽥ 浩司 ㈱ＬＩＸＩＬ 
鈴⽊ 孝弘 タカラスタンダード㈱ 村⼭ 仁彦 ㈱松岡製作所 
仙⽯ 克幸※ パナソニック ハウジングソリューションズ㈱ 吉⽥  修 ＴＯＴＯ㈱  

(６)講座事業委員会 
開催実績：5/10、6/25、7/25、8/28、10/8、11/5、12/10、1/27、2/20、3/28 
委員名 所属 委員名 所属 
飯⽥ 公久 アトラスデザインスタジオ 禿  恵⼦ ㈱川島織物セルコン 
加々美 ⽂彰※ ㈱町⽥ひろ⼦アカデミー 濱⽥  淳 ＡＤＯＰＴキッチンワークス 
⾦堀 健⼀ ㈱住宅デザイン研究所  ―  ―  

(1)~(6)の表内※印は委員⻑ 
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２．会員活動 
協会本部と⽀部との情報共有をより密に⾏い、収益事業におけるプロダクトセミナー等を

通じて、会員企業が協会活動に積極的に参画することを推進しました。 
(１)協会への⼊会促進活動 

協会ウェブサイト等により定常的に広報を⾏うとともに、本部・⽀部の各種事業イベン
トを通じて、幅広く関連企業等に⼊会を働きかけました。 

年度末時点の会員数は次のとおりです。 
◇年度末会員数：正会員数は 127（前年度 128）賛助会員は 17（前年度 16） 

(２)「会報」の定期的な発⾏ 
会報の年４回の定期的発⾏を⾏い、主に会員に協会の事業活動をタイムリーかつ的確に情

報提供しました。 

以上 


